











氏 名西 原 照代
博士の専攻分野の名称 博 士(薬 学)
学位記番号第 1 1 089 号
学位授与年月日 平成 6 年 2 月 18 日


















我が国では，活動強度の指標として生活活動指数 (x) が使用されているが， これを求めるためには， 1 日のエネ
ルギー消費量の算出が必要である。その算出方法には Chamber 法， Doubly Labeled Water 法， Douglas Bag 









タの生活活動を詳細に解析して「睡眠J ， r座る J ， r立つ J ， r歩く J ， r走る」の 5 動作に分類し， r睡眠」以外の 4 動
作について荷重平均 RMR を求めた。この平均 RMR を用いて女性用簡易式と男性用簡易式を作成し簡単な補正
法も考案した。また，活動のパターンが異なる男性と女性，都市部と農村部，学生と社会人等の分類においても「座
る J ， r立つ J ， r歩く J 動作における平均 RMR は類似した値を示し補正で対応できる程度であったところから，
重回帰分析により簡易式の改良を行ったのち，性別に関係なく使用できる簡易式を作成した。なお， r座る」は性別，









0.90X 睡眠時間(分)+ 1.53 X座る時間(分)十 2.10X 立つ時間(分〉十 3.51 X歩く時間(分)+エ[(走る活動の
RMR +1. 20)x走る時間(分)J 十ヱ[補正係数×時間(分)] = 160 ( 1 +x) 
1 日当たりのエネルギー消費量 (kcal/day ) =上式の右(左)辺の値X 1 分当たりの基礎代謝基準値 (kcal/kgj
min)X体重 (kg)
本簡易式作成の基になったエネルギー消費量の計算は RMR 値を用いたが， RMR は性差や体格差に影響されず
恒常性があるとして我が国で考案され，測定されてきたものである。諸外国では RMR に相当する値として代謝係
数(活動のエネルギー消費量/基礎代謝: MC) が用いられているが， RMR に変換できることから，本簡易式は諸
外国でも作成・活用が可能である。一方， RMR や MC はある活動における平均的な値であり， これらを用いた本
簡易式により個人のエネルギー消費量や χ を計算する場合，活動の個人差には補正で対処できても代謝の個人差まで
はカバーできないという難点がある。しかし個人用の 1 日エネルギー消費量の真の値を求める簡便な方法がない以
上，本システムは特殊な機器を必要とせず，一般の社会人が簡便にエネルギー消費量，生活活動指数，付加運動量を
計算することができるので，本簡易法の作成は実用上も有意義である。
論文審査の結果の要旨
エネルギー消費量，生活活動指数及び付加運動量の簡易算出システムの開発について研究しまず，生活活動指数
の算出を簡便にするためパソコン用ソフトウエアの作成を行なった。ついでエネルギー消費量と生活活動指数を算出
するための簡易式を女性用，男性用ならびに性別に関係なく使用できるものを考案した。これら作成した簡易式を利
用して，付加運動の所要時間が簡単に求められ，付加運動と運動所要量の関連を明らかにした。これらの研究成果は
栄養化学の基礎的知見を提供するものとして学位授与に値するものと判定した。
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